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「響け、花との競演」
ますほジュニアクワイア
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P.1 	 表紙 
「響け、花との競演」 
ますほジュニアクワイア

	 「ますほジュニアクワイア」は2002
年に「文化少年団」として結成され
た文化ホールの児童合唱団です。
小学生から大学生までの子どもた
ちが、定期演奏会や訪問演奏会な
ど幅広い活動をしています。

P.2 	 目次

P.2 〜 	 議会懇談会

P.4〜 	 令和7年度 一般会計予算

P.6〜 	 予算特別委員会・全体会報告

P.8〜 	 一般質問

	 1.小林 和良議員　　2.秋山 仁議員	
3.小林 有紀子議員　4.斉藤 欽也議員

P.10 	 大洗町議会来町 
官製談合和解へ 
こども議会を開催します

P.11 	 令和7年第1回・第2回 臨時会

P.12 	 令和7年度 各組合予算

P.13 	 追跡シリーズ

P.14 	 モニターさんからのご意見

P.15 	 モニター活動の感想紹介 
令和7年度 モニター募集

P.16 	 裏表紙 
富士川町今昔物語

第 1 回 定 例 会
令和7年3月7日~3月21日

（3月議会）
目 次

平成22年の創刊から、本号が節目の60
号を迎えることができました。これから
も議会活動をわかりやすく伝えてまいり
ます。

1月25日 大久保地区

2月15日 長澤地区

2月8日 小林地区

2月2日 鰍沢地区

令和7年1月21日から2月24日まで、町内11地域
において開催され、参加総数148名、前回よりも
多くの町民に参加していただきました。アンケー
ト調査の結果は次ページに、寄せられたご意見、
要望の集計結果は後日ご報告いたします。



（3）  議会だよりNo.60

今後も
懇談会実施は…

懇談会に参加して のご意見

● 地域意見を伝えられた
● 参加者から具体的な町の課題を聞けて良かった
● 議員が町民の声を聴くことはよいことなので、

町政に反映してほしい
● 町の人がどのように考えているのか分かって

良かった
● 町民の声を議員に届けられる場だと思った
● 他地区選出議員の方と話をするのは住民に

とって貴重な機会だ
● 様々な質問や意見が出されて有意義であった

今後も懇談会の実施は のご意見

● テーマを決めてできれば夜に開催してほしい
● 町民への申し入れだけなら実施しなくてもよい
● お願いをする良いきっかけだと思う
● 実施しても、もう少し盛り上がる会なら良い
● 懇談会だけなら若手層が集まらないので、イベ

ント前後にしては
● 建設的な意見交換ができれば続けてよい
● オンラインでも参加できれば
● 今後、隔年でも良いので各地区で実施してほしい

議会へ のご意見・提言

● 中山間地は町の財産、移住支援などの議論も
● 今回の意見が、申し入れで終わらないように議

会として取り組んでほしい
● 意見を聞いたり現状を話したり少し気晴らしになった
● 今後、懇談会を開くときには事前に意見を聞い

ておくと良いと思う
● 個人的な議員の意見ではなく議会としての考え

を示してほしい
● 議会が身近になった

子ども条例制定について のご意見

● 子どもの権利について良い話を聞いた
● 子どもの意見を聴く機会を。学校の授業を通じ

てはどうか
● 今後、制定の検証を行い改定などの取り組みを

お願いする
● 極めて当たり前のことを、なぜ条例制定しなけ

ればならないのか分からない
● 目的は分かりましたが具体的な方向が分からない
● ただ作ったということにならないように実行し

てほしい
● 子どもの権利について考える機会となった

アンケート 調 査 結 果

参加者 年齢別
20歳代以下

30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

80歳代以上
不明

0 10 20 30 40 50（人）

懇談会に参加して…

よかった
94人

実施すべき
85人

どちらとも
33人

どちらとも
29人

不明
18人

不明
27人

よくなかった 3人

実施しなく
てもよい 
7人

議 会 懇 談 会令和
6年度
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令和7年3月定例会を3月7日から21日の15日間開催した。
条例改正案12件、令和6年度補正予算案6件、令和7年度予算案14件、計画策定変更案2件、組
合規約変更案2件、教育長、人権擁護委員などの人事案7件を慎重審議し、全会一致で原案の通
り可決した。また、当初予算については、予算特別委員会を設置し分科会および全体会で審議し、
結果原案の通り可決した。

9393億億7,6267,626万円万円

一般会計予算（歳入内訳）

一般会計予算（歳出内訳）

 自主財源  37億3,114万円（39.8%）  依存財源  56億4,512万円（60.2%）

一般会計予算

令 和 7 年 度

町で集めた財源
● 町税	 14億7,762万円	（15.8%） 
　 　皆さんが納めた税金
● 繰入金	 15億7,547万円	（16.8%） 
　 　基金などから
● 分担金・負担金	 3,738万円	（0.4%）
● 使用料・手数料	 9,315万円	（1.0%）
● 財産収入	 1,623万円	（0.2%）
● 寄附金	 2億7,100万円	（2.9%）
● 繰越金	 8,245万円	（0.9%）
● 諸収入	 1億7,784万円	（1.9%）

国・県からの収入・借入金などの財源
● 地方交付税	 28億円	（29.9%） 
　 　国から交付されるお金
● 国庫支出金	 8億6,817万円	（9.2%） 
　 　国からの補助金など
● 県支出金	 5億4,898万円	（5.8%） 
　 　県からの補助金など
● 町債	 9億7,265万円	（10.4%） 
　 　町が借入れるお金
● 地方譲与税	 7,144万円	（0.8%）
● 利子割交付金	 0万円	（0.0%）
● 配当割交付金	 822万円	（0.1%）
● 株式等譲渡所得割交付金	 1,392万円	（0.1%）
● 法人事業税交付金	 2,297万円	（0.2%）
● 地方消費税交付金	 3億2,161万円	（3.4%）
● ゴルフ場利用税交付金	 32万円	（0.0%）
● 環境性能割交付金	 702万円	（0.1%）
● 地方特例交付金	 863万円	（0.1%）
● 交通安全対策特別交付金	 117万円	（0.0%）

● 議会費	 8,462万円	（0.9%）
● 総務費	 12億6,587万円	（13.5%）
● 民生費	 26億1,495万円	（27.9%)
● 衛生費	 9億4,865万円	（10.1%)
● 労働費	 800万円	（0.1%）
● 農林水産業費	 2億6,292万円	（2.8%）
● 商工費	 1億5,229万円	（1.6%）

● 土木費	 5億6,535万円	（6.0%）
● 消防費	 3億3,444万円	（3.6%）
● 教育費	 17億5,787万円	（18.8%）
● 災害復旧費	 268万円	（0.0%）
● 公債費	 8億6,141万円	（9.2%）
● 諸支出金	 5億1,024万円	（5.4%）
● 予備費	 700万円	（0.1%)

（　）内は構成比率

（　）内は構成比率

自主財源とは…
自主的に収入
できる財源

依存財源とは…
国や県の基準に基づい

て交付されたり、
割り当てられたりする

町の収入

前年度比7.7%増

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。

「富士川中学校新校舎建設工事に着手」9年度内完成予定
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● 富士川中学校新校舎建設事業	 5億6,478万円

● 増穂小学校給排水管改修事業	 1億3,710万円

● 天神ゆずっこ保育園大規模改修工事	 1億2,399万円

● 富士川リバーサイドパーク事業	 5,112万円

● 公共施設等LED照明整備設計業務	 2,188万円

● 農村RMOモデル形成支援事業交付金	 3,300万円

● 公共施設太陽光発電設備等導入可能性調査業務	 809万円

● 地域活性化企業人派遣等事業	 1,849万円

● ふるさと納税推進業務等	 1億2,445万円

● （株）ふじかわまちづくり公社補助金	 1,220万円

● （株）ふじかわまちづくり公社報償	 1,650万円

● 峡南医療センター企業団運営負担金	 3億5,611万円

● 観光トイレ改修工事	 921万円

● 都市計画マスタープラン見直し事業	 746万円

● 旧鰍沢中学校屋内運動場屋上防水改修事業	 8,910万円

● 歴史文化館空調機更新工事	 1,188万円

● 地方創生支援事業補助金	 8,645万円

●国民健康保険	 14億9,017万円	（△3.3%）
●後期高齢者医療	 4億9,081万円	（1.3%）
●介護保険	 17億8,756万円	（△0.9%）
●介護サービス事業	 6,217万円	 （△3.6%）
●奨学金	 25万円	（0.0%）

●箱原農業集落排水事業	 441万円	（△60.1%）
●鹿島財産区	 5万円	  （0.0%）
●カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区	 44万円	 （0.0%）
●峡南地区通級指導教室共同設置	 195万円	（△7.0%）
●峡南地区充指導主事共同設置	 74万円	（△1.2）

令和7年度特別会計・公営企業会計予算 （前年度比%）

建築が始まる新中学校（完成模型）

老朽菅改修 増穂小学校

屋内改修 天神ゆずっこ保育園

雨漏り改修 旧鰍沢中学校屋内運動場空調機取り替え 歴史文化館塩の華 洋式化される観光トイレ

新 年 度 の 注 目 事 業

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。

●水道事業会計	 収益的支出	 2億5,232万円	 （0.5%） 
	 資本的支出	 1億3,248万円	（△23.5%）
●簡易水道事業	 収益的支出	 1億1,514万円	（△14.0%） 
	 資本的支出	 8,139万円	（△8.7%）

●下水道事業	 収益的支出	 5億6,197万円	 （3.7%） 
	 資本的支出	 4億2,228万円	 （3.2%）
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教
育
総
務
課

問　

鰍
沢
中
学
校
体
育
館
屋
上

防
水
工
事
8
8
0
0
万
円
の
内
容

は
。

答　
屋
根
部
分
の
全
面
防
水
工
事

で
あ
る
。

問　
新
中
学
校
建
設
費
、
出
来
高

20 

%
と
は
。

答　
中
学
校
建
設
は
3
ヵ
年
の
計

画
で
あ
り
、
本
年
度
は
建
設
費
全

体
の
内
、
20 

%
の
見
込
み
で
支
払

い
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
増
穂
小
ト
イ
レ
他
給
排
水
管

改
修
工
事
1
億
3
4
6
4
万
円
の

内
容
は
。

答　
給
排
水
管
・
受
水
槽
施
設
及

び
屋
内
消
火
栓
の
整
備
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問　
「
塩
の
華
」空
調
機
更
新
工
事

1
1
8
8
万
円
の
内
容
は
。

答　
既
存
の
空
調
機
が
使
え
な
い

た
め
、
す
べ
て
取
り
替
え
る
。

問　
民
族
資
料
館（
太
鼓
堂
）修
繕

調
査
業
務
費
1
2
6
万
5
千
円
の

内
容
は
。

答　
老
朽
化
、
雨
漏
り
が
ひ
ど
く

大
規
模
改
修
を
行
う
た
め
の
調
査

で
あ
る
。

子
育
て
支
援
課

問　
天
神
ゆ
ず
っ
こ
保
育
園
改
修

工
事
費
1
億
2
3
9
9
万
2
千
円

の
内
容
は
。

答　
床
張
替
え
、壁
塗
装
、キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
設
置
、
エ
ア
コ
ン
更
新
、

プ
ー
ル
日
除
け
テ
ン
ト
設
置
、
給

食
室
等
の
改
修
で
あ
る
。

政
策
秘
書
課

問　
指
定
寄
付
金
が
2
億
7
千
万

円
と
、
昨
年
よ
り
1
億
円
余
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

答　
一
般
ふ
る
さ
と
納
税
は
増
加

し
て
い
る
が
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
た
。

福
祉
保
健
課

問　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
空

調
機
更
新
工
事
9
9
9
万
6
千
円

の
内
容
は
。

答　
保
健
指
導
室
1
0
0
坪
7
基

の
空
調
機
の
機
能
低
下
に
伴
う
更

新
で
あ
る
。
設
置
26
年
を
経
過
し

て
い
る
。

問　
障
が
い
者
福
祉
費
が
1
億
円

以
上
増
加
し
た
理
由
は
。

答　
国
の
報
酬
改
定
に
よ
り
全
て

の
費
目
で
平
均
2
割
増
と
な
っ
た

事
と
障
が
い
児
入
所
利
用
が
一
年

間
で
急
増
し
、
そ
の
部
分
だ
け
で

2
0
0
0
万
円
増
と
な
っ
た
事
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

財
務
課

問
　
職
員
数
が
1
6
6
名
か
ら

1
6
4
名
に
減
少
し
て
い
る
が
、

給
与
総
額
は
6
4
0
万
円
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
。

ひ
と
づ
く
り

分
科
会
報
告

現存する「藤村式建造物」日差しが強くて泳げないよ

コンビニ交付の利用 年間3,000件以上

答　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
与

や
賞
与
な
ど
が
増
額
に
な
っ
た
。

町
民
生
活
課

問　
キ
ヨ
ス
ク
端
末
設
置
委
託
業

務
4
0
9
万
8
千
円
の
内
容
は
。

答　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
住
民
票
や

印
鑑
証
明
書
の
発
行
と
同
様
の
事

が
で
き
る
端
末
機
を
庁
舎
内
に
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
戸
籍
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
補
助
金
2
0
6
万
円
の
内

容
は
。

答　
戸
籍
に
お
け
る
ふ
り
が
な
の

確
認
通
知
を
作
成
す
る
業
務
委
託

と
通
知
の
発
送
料
金
で
あ
る
。

予算特別委員会報告
（令和7年度予算）－分科会報告－



（7）  議会だよりNo.60

管
財
課

問　
太
陽
光
発
電
設
備
等
導
入
可

能
性
調
査
委
託
費
8
0
8
万
円
の

内
容
は
。

答　
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
太
陽
光
な
ど
の
設
置

の
可
否
を
調
査
す
る
。
約
20
施
設

を
調
査
す
る
。

問　
公
用
土
地
購
入
費
3
5
3
万

円
の
内
容
は
。

答　
天
神
ゆ
ず
っ
こ
保
育
園
駐
車

場
北
側
に
隣
接
す
る
天
神
中
條
区

所
有
の
土
地
3
1
0
㎡
を
購
入
す

る
た
め
で
あ
る
。

土
木
整
備
課

問　
天
神
中
条
長
沢
4
号
線
測
量

設
計
業
務
委
託
5
0
0
万
円
と
用

地
調
査
業
務
委
託
5
0
0
万
円
の

内
容
は
。

答　
増
穂
中
学
校
北
側
の
道
路
整

備
の
た
め
の
調
査
設
計
で
あ
る
。

延
長
1
8
0 

m
、
歩
道
を
含
む
幅

7 

m
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

問　
上
北
橋
梁（
町
民
会
館
北
側
）補

修
工
事
3
0
5
0
万
円
の
内
容
は
。

答　
橋
全
体
に
発
生
し
て
い
る
ク

ラ
ッ
ク
・
ひ
び
割
れ
の
補
修
、
劣

化
に
よ
る
つ
な
ぎ
目
部
分
の
空
洞

の
補
修
、
欠
損
が
生
じ
て
い
る
伸

縮
装
置
の
修
復
を
行
う
。

上
下
水
道
課

問　
管
路
耐
震
化
・
更
新
計
画
作

成
業
務
3
6
7
万
円
の
内
容
は
。

答　
国
の
指
針
に
よ
り
、
災
害
時

の
重
要
施
設
と
な
る
庁
舎
、病
院
、

避
難
所
等
へ
の
ル
ー
ト
を
選
定
し

耐
震
化
を
行
う
た
め
の
計
画
策
定

で
あ
る
。
3
年
計
画
で
初
年
度
の

予
算
計
上
で
あ
る
。

問　

配
水
池
ろ
過
池
修
繕
工
事

5
7
0
万
円
の
内
容
は
。

答　
配
水
池
ろ
過
池
の
手
動
バ
ル

ブ
が
開
閉
困
難
の
た
め
、
そ
の
交

換
費
用
で
あ
る
。

9
2
0
万
5
千
円
の
内
容
は
。

答　
町
内
観
光
ト
イ
レ
7
ヵ
所
計
21

基
の
大
便
器
を
全
て
洋
式
に
す
る
。

問
　
企
業
立
地
候
補
地
選
定
調
査
業

務
委
託
2
8
5
万
6
千
円
の
内
容
は
。

答　
企
業
誘
致
を
進
め
る
に
当
た

り
、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
適
し
た
場
所
を
調
査
す
る
。

ま
ち
づ
く
り

分
科
会
報
告

耐震化がまたれる上北橋

都
市
整
備
課

問　
富
士
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
事
業
5
1
1
1
万
円
の
財
源
は
。

答　

施
設
整
備
基
金
か
ら

2
5
0
0
万
円
、
JR
か
ら
の
利
根

川
公
園
移
設
補
償
金
1
1
0
0
万

円
と
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。

問　
耐
震
改
修
促
進
計
画
改
定
業

務
4
2
0
万
円
の
内
容
は
。

答　
昭
和
56
年
以
前
の
民
間
木
造

住
宅
の
耐
震
化
を
う
な
が
し
、
耐
震

化
率
を
上
げ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

防
災
交
通
課

問　

地
域
防
災
計
画
改
定
業
務

4
2
2
万
円
の
内
容
は
。

答　
能
登
半
島
の
地
震
を
受
け
て

の
改
定
・
見
直
し
で
あ
る
。
改
定

内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載

し
、
町
民
に
周
知
す
る
。

問　
防
災
用
備
蓄
品
等
1
6
0
万

円
の
内
容
は
。

答　
ア
ル
フ
ァ
米
1
箱
1
0
0
食

を
20
ケ
ー
ス
、
保
存
水
1
箱
6
本

入
1
0
0
ケ
ー
ス
、ま
た
新
た
に
、

大
人
・
子
供
用
紙
パ
ン
ツ
や
生
理

用
品
を
備
蓄
す
る
。

産
業
振
興
課

問　

観
光
ト
イ
レ
改
修
工
事

委
託
業
者
は
、
都
市
設
計
を
手
が

け
る
業
者
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
活
力
あ
る
水
田
農
業
支
援
事

業
補
助
金
4
3
3
万
円
の
内
容
は
。

答　
米
の
生
産
強
化
の
た
め
の
補

助
事
業
で
あ
る
。
温
暖
化
に
対
応

し
た
品
種
の
栽
培
促
進
を
目
的
と

し
た
農
機
具
購
入
の
補
助
で
あ
る
。

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
整
備
の

減
額
修
正
案
を
否
決

　
3
月
18
日
の
予
算
特
別
委
員
会

全
体
会
に
お
い
て
、
斉
藤
欽
也
議

員
よ
り
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
整
備
関

連
予
算
5
0
5
8
万
7
千
円
を
減

額
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。

■
提
案
理
由

　
費
用
の
掛
か
る
施
設
等
を
整
備

す
る
に
あ
た
っ
て
は
十
分
に
慎
重

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
目
的
に

沿
っ
た
施
設
の
効
果
的
利
用
及
び

財
源
確
保
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
施
設
管
理
運
営

方
法
は
何
も
示
さ
れ
ず
、
設
置
目

全
体
会
報
告

スケボーパークの予定地

的
が
曖
昧
、
設
置
費
用
全
て
が
町

の
支
出
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
目
的

と
運
営
を
考
え
た
計
画
を
再
考
す

べ
き
で
あ
る
。

　
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論
な

く
採
決
。
3
対
9
で
否
決
。

■
修
正
案
賛
成
者

　
斉
藤
欽
也
、小
林
有
紀
子
、神
田
雅
也

■
修
正
案
反
対
者

　
井
上
光
三
、
鮫
田
洋
平
、
青
栁
光
仁

　
望
月
眞
、
秋
山
仁
、
小
林
和
良

　
深
澤
一
幸
、
依
田
誠
司
、
宇
田
川
朱
恵



議会だよりNo.60 （8）

問 

水
道
水
の
安
全
性

は
住
民
の
生
活
、
健
康

に
直
結
す
る
。
昨
今
、

P
F
A
S
な
ど
の
混
入
が

問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
町
の
水
道
水
の
安
全

性
は
ど
の
よ
う
に
維
持
・

確
保
し
て
い
く
の
か
。

上
下
水
道
課
長　
水
道
法

に
基
づ
き
、
検
査
項
目
ご

と
に
毎
月
実
施
、
3
か
月

に
1
回
実
施
、
年
1
回
実

施
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
施
し

て
い
る
。
水
質
検
査
結
果

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
る
。
今
後
も

定
期
的
に
水
質
検
査
を
行

い
水
質
の
監
視
を
行
っ
て

い
く
。

問　
地
震
調
査
委
員
会
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
〜
9

規
模
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
30
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
を「
80 

％
程
度
」

に
引
き
上
げ
た
が
、
こ
れ

に
備
え
た
水
道
水
供
給
網

施
設
の
対
応
は
。

上
下
水
道
課
長

国
の
指
針
に
よ

り
、
災
害
時
に
重

要
な
拠
点
と
な
る

病
院
、
避
難
拠
点

な
ど
の
給
水
優
先

度
が
特
に
高
い
重

要
施
設
へ
給
水
す

る
管
路
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
耐

震
化
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
。

町
で
は
耐
震
化
を
実
施
し

て
い
く
た
め
、
明
年
度
か

ら
管
路
耐
震
化
及
び
更
新

計
画
策
定
業
務
を
行
い
、

耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
。

小
林 

和
良 

議
員

水
道
水
の
安
全
性
の
確
保
は

問
水
道
法
に
基
づ
き

検
査
を
実
施
し
て
い
る

答

対応が急がれる水道管の耐震化!!

一 般 質 問 ズバリ!　聞きます!

通 告 一 覧
1	小林 和良 議員
	 ●安全な水道水の安定供給について
	 ●公営企業としての取り組みについて

2	秋山 仁 議員
	 ●樹木の倒木について
	 ●書かない窓口について

3	小林 有紀子 議員
	 ●学校体育館の防災機能強化について
	 ●上下水道施設の耐震化について
	 ●避難所の環境整備について
	 ●まちの観光資源と戦略的な情報発信について

4	𧦴藤 欽也 議員
	 ●スケートパーク整備事業について
	 ●（仮称）富士川ヘリポートについて
	 ●入札制度について

通告一覧全ての問と答は掲
載されてはおりません。二
次元コード及びCATVをご
視聴ください。

動画はこちらから

59号の訂正
一般質問8ページ、給食費無償化についての質問
に対する解答者は、教育総務課長ではなく望月町
長でした。
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問
　
本
町
の
児
童
生
徒
に

加
え
、
災
害
時
の
避
難
者

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
の
早
期
実
施
の
考

え
は
。

教
育
総
務
課
長　
現
在
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
の
学
習

活
動
が
、
た
び
た
び
制
限

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本

町
の
学
校
体
育
館
は
、
全

て
の
体
育
館
が
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

空
調
設
備
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

創
設
さ
れ
た
臨
時
特
例
交

付
金
を
活
用
し
た
空
調
設

備
の
整
備
に
向
け
て
検
討

す
る
。

避
難
所
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
内
閣
府
は
1
月
全
国

の
災
害
用
物
資
の
備
蓄
状

況
を
公
表
。
本
町
の
福
祉

や
女
性
の
視
点
で
の
備
蓄

の
対
応
は
。

防
災
交
通
課
長　

災
害

時
に
お
け
る
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
や
女
性
な

ど
多
様
な
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
町
で
は
、
既
に
一

定
量
の
備
え
の
あ
る
子
ど

も
用
紙
パ
ン
ツ
な
ど
に
加

え
、大
人
用
の
紙
パ
ン
ツ・

女
性
用
の
生
理
用
品
に
つ

い
て
も
、
備
蓄
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
必
要
経
費
を

令
和
7
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
た
。

　
今
後
も
、
福
祉
や
女
性

の
視
点
を
踏
ま
え
た
計
画

的
な
備
蓄
の
充
実
を
図
っ

て
行
く
。

小
林 

有
紀
子 

議
員

学
校
体
育
館
の

防
災
機
能
強
化
は

問
空
調
設
備
の

整
備
に
向
け
て
検
討

答

問　
本
町
の
公
園
・
道
路

な
ど
を
対
象
と
し
て
、
倒

木
の
可
能
性
が
あ
る
樹
木

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
。

土
木
整
備
課
長　
公
園
や

道
路
に
お
け
る
倒
木
の
可

能
性
が
あ
る
樹
木
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
複
数
の
方

法
で
危
険
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
ま
ず
、
職
員
に

よ
る
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
現
場
の
状

況
を
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
道
路
損
傷
通
報
シ

ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
通
報

も
活
用
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
施
設
を
利
用
す
る
皆

様
か
ら
の
貴
重
な
情
報
提

供
も
重
要
な
手
段
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

に
よ
り
状
況
把
握
に
努
め

安
全
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　
重
大
事
故
に
つ
な
が

る
よ
う
な
樹
木
が
町
内
で

見
受
け
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

土
木
整
備
課
長　
樹
木
の

倒
木
に
よ
り
重
大
事
故
の

危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
場

合
、
あ
る
い
は
通
行
な
ど

に
支
障
を
き
た
す
と
判
断

さ
れ
る
場
合
に
は
、ま
ず
、

当
該
樹
木
の
所
有
者
を
特

定
し
、直
接
連
絡
を
取
り
、

そ
の
上
で
、
安
全
確
保
の

た
め
、
適
切
な
剪
定
や
必

要
に
応
じ
た
伐
採
な
ど
の

措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
説
明
し
要
請
し
て

い
る
。

道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム 

と
は
…

道
路
の
陥
没
や
道
路
灯
の
不

点
灯
な
ど
道
路
に
関
す
る
不

具
合
な
ど
の
情
報
を
画
像
と

い
っ
し
ょ
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
通
報

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

秋
山 

仁 

議
員

倒
木
の
危
険
性
の
あ
る

樹
木
へ
の
指
導
は

問
必
要
な
措
置
を

要
請
し
て
い
る

答

防災備蓄に女性の視点を（町児童センター内）

スマホ操作画面と
2次元コード
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問　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整

備
事
業
決
定
の
経
過
は
。

都
市
整
備
課
長　

昨
年

度
に
策
定
し
た
富
士
川

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
構

想
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

以
降
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

競
技
が
注
目
さ
れ
、
町
内

外
に
お
い
て
も
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
愛
好
者
が
増
加
し

て
い
る
事
や
、
競
技
場
所

が
な
い
と
い
う
利
用
者
か

ら
の
声
を
受
け
、
富
士
川

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を

位
置
づ
け
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
1
月
に

は
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
検
討
委
員
会
か

ら
、
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
楽
し
め
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
と
す
る
た
め
の

提
言
書
が
、
提
出
さ
れ
た

た
め
、
こ
れ
を
受
け
、
町

と
し
て
は
、
提
言
書
に
基

づ
き
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と

し
て
、
整
備
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

問　
設
置
費
用
の
財
源
は
。

都
市
整
備
課
長　
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
令
和
7
年
度
当

初
予
算
に
お
い
て
、
初
級

者
か
ら
中
級
者
ま
で
が
使

用
で
き
る
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
と
し
て
の
整
備
費
用
を

計
上
し
、
財
源
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
JR

東
海
か
ら
の
利
根
川
公
園

移
設
補
償
金
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
も
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
に

向
け
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
財
源
を
、
確
保
し

て
い
く
。

斉
藤 

欽
也 

議
員

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

整
備
事
業
の
財
源
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を

確
保
す
る

答

スケボーパーク予想図

大洗町議会来町

令和7年2月4日（火）に12名の議員が富士川町を訪問され、役
場庁舎において意見交換を行い、道の駅、塩の華を視察され
ました。

友好都市 茨城県大洗町議会来町

富士川町議会は令和4年12月定例会において、官製談合再発防止に係る損害賠償請求を求める決議を全
会一致で可決した。それを受けて町は志村前町長と設計事務所所長に損害賠償請求の訴訟を起こした。
令和7年1月に二人から解決金の支払いの提案が示され、3月21日の定例会で審議され和解案が可決した。

官製談合和解へ（解決金208万円）

こどものみなさんの富士川町や未来に対する思いをぜひ教えて下さい。
日程　令和7年7月31日（木）午後
対象　小学校5年生~中学校3年生
募集は5月末から行います。HP、広報、チラシなどでご確認ください。
議員一同みなさんにお会いできるのを楽しみにしています。

富士川町
庁舎ツアーも

計画中

お知らせ
富士川町こども議会を開催します。きかせて、みんなの声
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1月29日第1回臨時会を開催し、補正予算案1件、変更契
約締結案2件を審議した。補正予算案件と変更契約案件

（議案第3号）は原案のとおり可決し、変更契約案件（議案
第2号）は討論の結果賛成多数で原案のとおり可決した。

2月21日第2回臨時会を開催し、変更契約締結案1件を
審議し賛成多数で原案のとおり可決した。

令和7年令和7年
第 1 回第 1 回 臨時会臨時会

令和7年令和7年
第 2 回第 2 回 臨時会臨時会

おもな質疑
問　本工事において不測の事態が7月に生じた
のに工期の変更契約が工期のギリギリなのは
なぜか。
答　不測の日数を要する事態が起こったのは
7月だが、工事及び廃棄物の数量確定をして
から不測の日数を追加する変更契約の手順と
なった。

反対者の討論　小林和良
提案理由である不測の事態についてという曖

おもな質疑
問　変更内容に特別な作業を行ったためとあ
るが「特別な作業」とは何か。
答　断熱材の剥離のために高圧洗浄機を使用
したことと、アスベスト含有の複層床シート
の裏地の除去のため研磨作業を行った。

反対者の討論　小林和良
建物は築40年以上が経過しており、その構造
や使用されている資材の劣化していることは
容易に想定できる。このような追加費用を安

昧な表現では、議会として正当性を判断する
材料が不足しており、住民に対する説明責任
を果たしているとは言えない。本議案に反対
である。
賛成者の討論　なし

採決結果
賛成者	 井上光三、鮫田洋平、小林有紀子 

望月 眞、秋山 仁、深澤一幸 
依田誠司、神田雅也、宇田川朱恵

反対者	 青栁光仁、斉藤欽也、小林和良

易に認めることになれば、今後も同様な理由
で、追加工事が次々と請求される懸念があり
今回の追加工事費を含む請負変更契約の締結
には反対である。
賛成者の討論　なし

採決結果
賛成者	 井上光三、鮫田洋平、青栁光仁 

小林有紀子、望月 眞、秋山 仁 
深澤一幸、依田誠司、宇田川朱恵

反対者	 斉藤欽也、小林和良、神田雅也

おもな議案

・富士川町東別館他解体工事請負変更契約
　工期	 変更前　令和6年6月15日~令和7年1月31日
	 変更後　令和6年6月15日~令和7年2月28日

議案

・富士川町東別館他解体工事請負変更契約
　契約の金額	 変更前　1億5,137万7,600円

	 変更後　1億5,818万円



令和7年度 各組合予算
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　3月27日、令和7年第1回山梨西部広域環境
組合議会定例会が開催され、承認案2件、条例
改正案3件、令和6年度一般会計補正予算案1件、
令和7年度一般会計予算案1件、議員提出議案1
件、同意案2件を原案のとおり承認、可決、同
意した。新しいごみ処理施設は令和13年開業
に向け予定通り順調に進ちょくしている。

　山梨西部広域環境組合議会

令和7年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 37億5,844万円 4億5,234万円

情報センター特別会計 4,635万円

介護保険特別会計 2億1,411万円

合　　計 40億1,890万円 4億5,234万円

令和7年度予算（予定損益）
会計名 予算額

営業収益 43億6,473万円

営業費用 51億8,085万円

営業利益（損失） △8億1,612万円

営業外収益 6億1,876万円

営業外費用 1億7,035万円

経常利益（損失） △3億6,770万円

当期純利益（損失） △3億6,770万円

　3月28日、企業団議会第1回定例会が開催さ
れ、条例改正案3件、令和7年度予算案1件、同
意案2件を可決、同意した。
　コロナ関連補助金が大幅に減少し、厳しい経
営状況が予想される。

　峡南医療センター企業団議会

　3月28日に定例会が開催され、条例案件4、
補正予算案件5、一般会計予算案件6、人事案
件1を可決した。富士川町負担金は30万6千円
の増となる。新規予算として解体工事費の基礎
調査などが盛り込まれた。

　中巨摩地区広域事務組合議会

令和7年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 3,518万円 488万円

し尿処理事業 3億5,038万円 4,019万円

火葬事業 1億6,676万円 1,615万円

合　　計 5億5,233万円 6,122万円

令和7年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 6,071万円 466万円

ごみ処理事業 14億9,968万円 1億415万円

公園事業 1,162万円 95万円

老人福祉事業 2,683万円 205万円

勤労青年センター事業 3,509万円 248万円

し尿処理事業 2億7,365万円 なし
合　　計 19億758万円 1億1,429万円

　3月27日に定例会が開催され、6議案が原案
のとおり可決した。
　火葬事業費が前年度より30.3%の減となった
のは、長寿命化計画に基づいたふじかわ聖苑の
建物部分改修工事が終了したため。

　三郡衛生組合議会

　3月26日に定例会が開催され、条例制定案3
件、条例改正案3件、補正予算案3件、令和7年
度予算案3件を原案のとおり可決した。

　峡南広域行政組合議会

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。

令和7年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 9億7,304万円 2,447万円

峡北広域行政事務組合
中巨摩地区広域事務組合
峡南衛生組合

山梨西部広域環境組合
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軟骨伝導イヤホン導入は 
（令和6年6月の一般質問）

耳の聞こえにくい方の手続きがスムーズに
行えるよう軟骨伝導イヤホンを窓口に導入
し、住民福祉の向上に努める考えは。

導入を検討する

耳の聞こえにくい方に現在の対応は大きめ
の声で解かりやすくゆっくり説明すること、
筆談で対応をしているが、軟骨伝導イヤホ
ン導入を積極的に進めて行く。

令和7年3月現在の進ちょく

令和6年8月から導入。　
町民生活課・福祉保健課に導入されている。

給食費の無償化について 
（令和6年12月の一般質問）

給食費の無償化についてどのように考えて
いるのか。

実施したい

近年の物価高騰により、子育て世帯に更
なる経済負担がのしかかる社会情勢をふ
まえ、更なる子育て支援として来年度から
の給食費の無償化を実現したいと考えてい
る。

令和7年3月現在の進ちょく

令和7年4月から学校給食費が完全無償化と
なる。

どうなった?シリーズ追
跡 あの質問、

　 その後は…
議員が行った一般質問が町政にどう反映されたか、追跡調査を行いました。

（2件を選別掲載）

質
　
問

答
　
弁

そ
の
後
の
進
ち
ょ
く

窓口に設置 いただきます
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 表紙・巻頭写真

●太鼓チームがあることを知らなかったので見
たい、聞きたい、参加したいと思った。

●太鼓を打っているアングルだと迫力が伝わり
興味がわくのでは。

●新年らしくて良い。

1頁  特別委員会・組合議会報告

●これから話し合っていくことを掲載してもら
うと、一緒にまちづくりをしている気持ちに
なる。

●中学校特別委員会は前回も掲載されたので
もっと詳細な進ちょく報告があってもよい。
図も違うものがよい。

12頁

 追跡

●うやむやにならないよう確認できてよい。
●ここでも公式ラインでお知らせするとある

が、QRコードも載せるべきと思う。

13頁

 今昔物語

●町の歴史が分かるものは今後も載せてほし
い。

●地図もあるとさらに場所が分かりやすい。

16頁

その他、議会だより、議会活動、町政全般
  についてご意見、ご要望、質問など

●他のモニターの意見を見て、YouTubeを全
て見た。紙面では伝えきれていないことも多
いと感じた。

●給食の無償化は子育て世代にはありがたい
が、財政逼迫で質の低下が心配。

 モニターさんからの意見

●意見に対して回答もあると良かった。
●二色刷りだが濃淡があって見やすい。
●前の号の意見なので読者にはわかりづらいと

感じる。

14〜15頁

 二十歳の誓いインタビュー

●2ページ目にページ毎の目次が入ってわかり
やすくなった。

●第4回定例会という表記と12月定例会という
表記が混ざっていてわかりづらい。

●普段交流がないので、20歳の方の思いや意
見、考えが知ることができて嬉しい。

2〜3頁

 一般質問

●通告一覧がわかりやすく書かれている。
●問と答の関連がわかりやすく書かれていると

よい。
●中学校や防災のことは大きく掲載してもよい

のでは。

6〜9頁

 委員会報告

●各位委員会が学習会、視察、進ちょく確認な
どを行っていることが分かって良かった。

●委員会活動で得た情報を町民に届けてほし
い。

10〜11頁

 12月定例会で決まったこと
 定例会おもな質疑

●細かい情報が少なく、内容が分かりづらいも
のもいくつかある。

●主な質疑については要件別になっており、今
までよりわかりやすい。

4〜5頁

モニターモニターさんさんからのご意見からのご意見59号分
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●対　　象	 18歳以上の富士川町在住の方
●募集定員	 10名　　　　●任　　期　1年
●内　　容	 年4回広報を読んでの感想、意見を文章で送って頂きます
●締め切り	 令和7年5月16日（金）
●お問い合せ・応募先
　富士川町議会事務局　☎0556（22）7211
　Email gikai@town.fujkawa.lg.jp

富士川町議会では、年4回発行の議会だよりへの意
見、感想を寄せてくださる方を募集しています。モ
ニターの皆さまから頂いたご意見はより見やすく分
かりやすい議会だよりを作るために活かしていきま
す。町政や議会のことに詳しくなくても大丈夫です。
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

議会広報モニター募集!

坂本 ゆかり さん

　今回議会広報モニターに参加し、富士川
町政の課題や議員活動について知る良い
機会になりました。議会だよりを読み初め
てYouTubeを視聴。議会だよりと併せて

議会や活動の詳細を知る事ができました。今後も議会に関
心を持ち続けたいと思います。更に分かりやすい議会だよ
りの作成をお願いします。

鈴木 寛長 さん

　以前から毎発行の度に「議会だより」を拝
読していました。今回、議会広報モニター
をやらせていただき、改めて議員の方々の
お一人お一人が、より良い町政のために真

剣に議会に臨んでいると実感しました。これからも歴史伝
統を後世に繋ぎ、町民が活き活きと暮らせる町をお願いし
ます。貴重な経験をありがとうございました。

杉田 照代 さん

　今回、議会広報モニターをして、初めて
議員の方々の思いや考え方を知ることがで
きました。議員の皆様のご苦労を感じなが
らも、富士川町の良いところや悪いところ

をもっと町民から吸い上げ、クローズアップするような記
事が欲しかったと思いました。1年間ありがとうございま
した。

深津 律貴 さん

　議会モニターを1年させてもらい、町政
ではこんなことまでしているんだと関心を
強く持つ貴重な機会を頂けたと思いまし
た。25年住んでいるので色々知っている

つもりでしたが、勉強になることが多かったです。町では
こんな事をしていますと広く知る機会になるのでこれから
もより良い議会だよりを見たいと思います。

前島 まい さん

　「議会モニター、やってみない?」と誘わ
れた時は、仕事に家事、子育てと忙しい中
で出来るかな…と不安でしたが、やってみ
るとかえって集中して読むことが出来まし

た。町の動き、制度、暮らしに関わる議会の流れなどが見
えるので、面白かったです。モニター、おすすめです!

山田 大介 さん

　この度モニターを1年間やって、町で今
何をやっているのか、どう取り組んでいる
のかが一般町民ではわからない目線で捉え
ることが出来たのが一番の感想です。そし

てモニターで意見を伝える機会を与えて頂きありがとうご
ざいました。しかし、課題はまだまだたくさんあると思いま
すのでこれからも町民に沿った取り組みをお願い致します。

渡邊 直美 さん

　　隅々まで読むと議会の内容や議員の皆
さまの活動などとても良く知る事ができ、
今までななめ読みしていた事がもったいな
かったです。モニターという良い機会を頂

けたので、これからも議会だよりを通して私なりに町政に興
味を持ち、参加できる事は参加していきたいと思います。議
会だよりが更に良くなる事に期待しています。

齊藤 学治 さん

　今まで、議会広報を手にとって数ペー
ジ見ることはあっても、読むことは殆どな
かった。今回、広報モニターとなり、議会
広報を読む機会が増したと思う。自分なり

の意見や感想を書くため、何度も読み返したりした。自分
は書くことが苦手なため苦労したが、いい経験ができたと
思う。

モ ニ タ ー 活 動 の ご 感 想 を ご 紹 介!
88人のモニター人のモニター さんからの

※いただいたご感想は、原文のとおり掲載しております。
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昭和50年代の虫切加持堂

落語『鰍沢』は昌福寺の「虫切加持」に触れなが
ら始まっています。
「身延にお参りする順番は昔から決まっていた

ものでして、まず青柳の昌福寺へお参りして虫
切の護符を手に入れ、そのまま小室道を登って
妙法寺で毒消しの護符を受け、法論石へお参り
をしてから鰍沢まで山を降り、鰍沢の河岸から
富士川を下って身延山にお参りするというもの
です」

ご承知の通り虫切加持は、乳幼児の疳
かん

の虫※1

を封じ、母子ともに健やかな成長を祈るという古
くからの民間儀礼ですが、昌福寺はその根本霊場
として江戸時代初期から名が通ってきました。

そのいわれは、昌福寺十二世の一道院日法上
人に始まります。

日法上人は身延山第三十一世の一円院日脱上
人に随従して京都の御所に参内すると、そのま
ま都にのこって鴨川で一千日の水

みずごり
垢離※2 をかさ

ね、ついには堀川に「一道院」という道場を結ぶ
ことになったそうです。

次第に信者が雲
うんしゅう

集※3 するようになり、その名が
洛
らく

内
ない

洛
らく

外
がい※4 に響くと、病気を患って悩まれてい

た当時の霊元天皇からお声がかかり、病気平癒
の祈願を試みるとほどなく治癒されたそうです。

霊元天皇はいたく喜び「経王祈祷所」の勅
ちょくがく

額※5  

と「日本第一大験者」の号を贈りました。以来、
日法上人の秘伝は三百年以上にわたって昌福寺
住職に相承され、とくに虫切加持に霊験あらた
かということでしたので、昌福寺は自然と虫切
加持の霊場と認知されるようになったのです。

先々代住職の頃には、戦後のベビーブームとい
うこともあって、春秋の彼岸会に本尊「延壽日蓮
大菩薩像」を開帳して虫切加持を施すと、一日で
千組を超える参詣が度々あったと聞いています。

少子高齢化が叫ばれる現在ですが、それでも
彼岸会には、県下はもとより遠く他県からも虫
切加持の参詣者で賑わいます。

※1	疳（かん）の虫…夜泣き、かんしゃく、ひきつけなどの症状
※2	水垢離(みずごり)…神仏に祈願する際に冷水や海水を浴

びて心身を清めること
※3	雲集(うんしゅう)…雲が群がるように多く集まること
※4	洛内洛外(らくないらくがい)…京都市の中心部と周辺を

指す言葉
※5	勅額(ちょくがく)…皇帝・天皇などの政治を行う者が国

内の寺院に特に与える直筆の書で記された寺社額

今も変わらぬ三百年続く昌福寺虫切加持

広報常任委員会 委員長 深澤一幸  副委員長 神田雅也  委員 鮫田洋平・斉藤欽也・依田誠司・宇田川朱恵


